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 大規模イベント会場等における核セキュリティ強化のため、開発しているプラスチックシンチレーターを

用いた高速中性子イメージングシステムについて発表する。 
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1. 緒言 

中性子は、物質による遮蔽効果が X 線と異なるため、相補的な測定が

出来る。そのため、不審物の検査といった核セキュリティへの適用が期

待される。中性子イメージングは非破壊検査などに応用されているが、

主に加速器や原子炉等から得られる平行な低速中性子ビームが利用さ

れている。そのため、イメージング装置は中性子施設に置かれ、検査現

場等での適用は難しい。我々は、中性子発生管や Cf-252、AmBe(α,n)と

いった工業用中性子源とプラスチックシンチレーター(以下プラシンと

言う)を組み合わせた高速中性子イメージングシステムの開発を開始し

た。プラシンは安価、軽量で加工、取り扱いも容易であるが、ガンマ線

に対しても感度があるため、波形弁別 (PSD: Pulse Shape Discrimination)

が可能なプラシン EJ-276DH を用い、ガンマ線と中性子の弁別を行い、

S/N (Signal/Noise)を大きく改善することとした。 

2. 波形弁別型プラシンと位置敏感型光電子増倍管 

波形弁別型プラシンは、1MeV 以上の中性子に対して感度があるた

め、プラシンや周囲からの散乱中性子によるイメージのぼやけを低減す

ることができる。試験用に開発したプラシンは、図 1 に示す様に 3×3

×50 mm のプラシンを 11×11 の格子状にしたもので、3D プリンターで

作成したプラスチックケースに取り付けた。個々のプラシンはアルミナ

イズドマイラーにより区切られており、プラシン間での光の干渉が起き

ない様にした。プラシンは光学グリスを塗布し、図 2 に示す位置敏感型

光電子増倍管(Hamamatsu:H12700A-03) に取り付けた。位置敏感型の光

電子増倍管からは最終段のダイノードと、4ch に抵抗分割されたアノー

ドからの出力が得られ、ダイノード出力を波形弁別に、抵抗分割された

4ch のアノード出力を反応位置の導出に用いた。図 3 は作成した検出シ

ステムを近畿大学原子力研究所で試験した結果で、中性子のカウント数分布を示している。11×11 本のプラ

シンが区別できることが確認でき、このことからプラシン 1 本の 1 辺(3mm)程度での分解能で像が得られる

ことがわかった。 

3. 結言 

 波形弁別型プラシンと位置敏感型光電子増倍管を組み合わせた高速中性子イメージングシステムを開発し、

試験を進めている。本システムは持ち運びや回転も容易なため、様々な応用が期待できる。 
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図 1 プラシン (11×11本) 

 

図 2 位置敏感型光電子増倍管 

 

図 3 中性子カウント数分布 
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